
令和2年度（2020年度）

予予算算大大事事業業名名 上上記記以以外外のの歳歳出出予予算算科科目目及及びび予予算算大大事事業業名名

事事業業のの目目的的とと概概要要

ⅠⅠ　　事事業業のの成成果果（（実実績績））

ⅡⅡ　　財財務務情情報報
◆◆行行政政ココスストト計計算算書書 （単位：千円） 行行政政ココスストト計計算算書書のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））

地方税
分担金及び負担金
使使用用料料及及びび手手数数料料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給与関係費
物物件件費費
維持補修費
社会保障扶助費

◆◆キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行行政政ササーービビスス活活動動収収入入
賞与引当金繰入額 行行政政ササーービビスス活活動動支支出出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表のの特特徴徴的的なな事事項項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆◆単単位位ああたたりりののココスストト分分析析（（「「経経常常費費用用  小小計計（（bb））」」をを「「実実績績」」でで割割っってて円円単単位位でで算算出出ししてていいまますす。。））

円
円

人 円
円
円
円

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和元年度 - -
令和2年度 376,944 304

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

市民1人あたりのコ
スト

平成30年度 - -
令和3年3月31日現在の吹田市人口で算出し、市民1人あたり304円のコストがかかっていま
す。

- - - -
- - △40,312 △40,312 

- - 65,278 65,278 
決算額の
主な内容

（行政サービス活動収入）飼犬登録・狂犬病予防
注射済票交付手数料　8,708千円
（行政サービス活動支出）犬猫の抑留・譲渡・処分
委託料　15,033千円

- - - -

- - - -
- - △105,591 △105,591 

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

65,278 
- - - - - - - -

△65,278 △65,278 
特

別

費

用

- - - - - - 65,278 
- - - - - -

595 
- - - - - - △595 △595 

- -
特

別

収

入

- - - - - - 595 
- - △105,591 △105,591 - -

- -
- - 114,490 114,490 - - - -
- - - - - -

△64,683 
- - - - - - - -

7733,,558822  7733,,558822  
- - 39,696 39,696 行政サービス活動収支差額 - - △64,683 
- - 4,174 4,174 -- --

B B-A
- - - - -- -- 88,,889999  88,,889999  

区分
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

- - 595 595 A

負担金・補助金・交付金等 - - 1,048 1,048 
- - - -

- 45 45 
- - - -

経
常
費
用

- - 50,446 50,446 
-- -- 1188,,448855  1188,,448855  
-

- - 22 22 
- - 8,899 8,899 

- - - -
- - - -

物件費 犬猫の抑留・譲渡・処分委託料　15,033千円
- - - -
- - - -

国庫支出金（経常費用充当） - - - -
- - 100 100 

- - -
-- -- 88,,777788  88,,777788  

B B-A

使用料及び
手数料

飼犬登録・狂犬病予防注射済票交付手数料
8,708千円

経
常
収
入

- - - -
-

成
果
の
説
明

狂犬病予防法において、犬の所有者は犬の登録と毎年1回の狂犬病予防注射の接種が義務付けられているため、毎年登録者に対し注射接種につい
て周知しています。
動物収容時や苦情相談受理時において、飼い主指導を行うことで、動物愛護管理に係る知識の普及に努めています。

勘定科目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額 勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容

A

動物愛護等の相談件数 件 - - 512 動物愛護等の相談件数

狂犬病予防注射済票交付件
数

件 10,287 10,077 8,921 狂犬病予防注射済票の交付件数

【目的】狂犬病の発生を予防し、公衆衛生の向上及び公共の福祉の増進を図ることを目的としています。また、動物の遺棄虐待を防止し、動物による生活
環境保全上の支障を防止することにより人と動物の共生する社会の実現を目的としています。
【概要】
・狂犬病予防法に基づく飼犬登録や狂犬病予防注射済票の交付
・動物の飼養等に起因する生活環境被害等に関する苦情相談対応
・放浪犬の捕獲、負傷動物の収容、飼い犬・飼い猫の引取り、所有者不明犬猫の引取り、収容動物の飼養保管や処分
・飼い猫及び野良猫の避妊・去勢手術を行う市民を対象にした手術費用の一部を助成するための補助金支給

指  標  名 単位 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成　果　指　標　の　定　義

部局名 健康医療部 予算執行所属 衛生管理課

狂犬病予防・動物愛護事業 （款）衛生費（項）保健衛生費（目）保健衛生総務費　一般事務事業

（項） 1 保健衛生費 （目） 14 予防費

管理事業名 狂狂犬犬病病予予防防・・動動物物愛愛護護事事業業
総合計画の

体系

大綱　５
政策　１
施策　３

環境
環境先進都市のまちづくり
安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 4 衛生費

－ 340 －



令和2年度（2020年度）

予予算算大大事事業業名名 上上記記以以外外のの歳歳出出予予算算科科目目及及びび予予算算大大事事業業名名

事事業業のの目目的的とと概概要要
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◆◆行行政政ココスストト計計算算書書 （単位：千円） 行行政政ココスストト計計算算書書のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））
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府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
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特別会計への繰出金
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常
収
入
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勘定科目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額 勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容

A

動物愛護等の相談件数 件 - - 512 動物愛護等の相談件数

狂犬病予防注射済票交付件
数

件 10,287 10,077 8,921 狂犬病予防注射済票の交付件数

【目的】狂犬病の発生を予防し、公衆衛生の向上及び公共の福祉の増進を図ることを目的としています。また、動物の遺棄虐待を防止し、動物による生活
環境保全上の支障を防止することにより人と動物の共生する社会の実現を目的としています。
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・動物の飼養等に起因する生活環境被害等に関する苦情相談対応
・放浪犬の捕獲、負傷動物の収容、飼い犬・飼い猫の引取り、所有者不明犬猫の引取り、収容動物の飼養保管や処分
・飼い猫及び野良猫の避妊・去勢手術を行う市民を対象にした手術費用の一部を助成するための補助金支給

指  標  名 単位 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成　果　指　標　の　定　義

部局名 健康医療部 予算執行所属 衛生管理課

狂犬病予防・動物愛護事業 （款）衛生費（項）保健衛生費（目）保健衛生総務費　一般事務事業

（項） 1 保健衛生費 （目） 14 予防費

管理事業名 狂狂犬犬病病予予防防・・動動物物愛愛護護事事業業
総合計画の

体系

大綱　５
政策　１
施策　３

環境
環境先進都市のまちづくり
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主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 4 衛生費

◆◆貸貸借借対対照照表表 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建物・工作物 地方債
リリーースス資資産産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重要物品
図書館資料
投資その他の資産

出資金
長期貸付金
基金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

ⅢⅢ　　財財務務構構造造分分析析 貸貸借借対対照照表表のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））
▽▽人人ににかかかかるるココスストトのの内内訳訳

月平均

人 日 日
千円 千円 千円

千円

▽▽経経常常費費用用のの構構成成割割合合 物件費の内訳（単位：千円）

▽▽分分析析指指標標 （単位：％） ▽▽そそのの他他特特記記事事項項

A B
受益者負担比率
徴収不能引当率
一般財源充当比率

ⅣⅣ　　総総括括
▽▽分分析析結結果果のの説説明明

▽▽分分析析結結果果をを踏踏ままええたた事事業業のの課課題題

令和2年度より本市の中核市移行に伴い、狂犬病予防法と動物の愛護及び管理に係る法律に係る業務が統合されました。
経常費用の主なものは、給与関係費50,446千円（44.1％）、物件費18,485千円（16.1％）となっています。
物件費の主なものは、犬猫の抑留・譲渡・処分委託料　15,033千円となっています。

狂犬病予防・動物愛護事業は、狂犬病予防法に基づく飼犬登録や狂犬病予防注射済票の交付、放浪犬の捕獲、負傷動物の収容、飼い犬・飼い猫の引取
り、収容動物の飼養保管や処分、動物の飼養に起因する生活環境被害等に関する苦情相談対応、飼い猫及び野良猫の避妊・去勢手術を行う市民を対象
に手術費用の一部を助成するための補助金支給など、主に人件費に係る事務や相談等の事業となっているため、効率的かつ効果的な運営が求められて
います。また、市内の動物病院等と連携して、狂犬病予防接種や犬猫等の飼養などについて、広く市民への普及啓発や各種事業の運営を行っていくこと
が重要となってきます。

- - 88.0 88.0

- - 7.7 7.7
- - - -

分析指標　　　　　　　       　　年度
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差

B-A

94,316 

内、時間外勤務手当 1,677 

給与関係費等 88,799 5,517
合計(千円）

事業従事人数
年間従事延日数 年間従事延日数

6.09 579

勘定科目 増  減  理  由
常勤・再任用 会計年度任用等 特別職非常勤

リース資産 動物捕獲車リースによる2,962千円の増

- 2,962 2,962 - 2,962 2,962 
- - -
- - - - △40,312 △40,312 
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - - - △40,312 △40,312 
- - -
- - - - 43,275 43,275 

- 2,367 2,367 
イ

ン

フ

ラ

資

産

- - - - - -

- - - - 36,138 36,138 
- - -

- -
-- 22,,996622  22,,996622  - - -

- -
- - - - 38,505 38,505 

固
定
資
産

事
業
用
資
産

- 2,962 2,962 -

- - - -

- - - - 595 595 
- - - - - -

- -
- - - - 4,174 4,174 

4,769 
- - - - - -流
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助金・交付
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費
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3.6%退職手当
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入額

34.7%

14 
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14 

16,847 
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90(一般会計・狂犬病予防・動物愛護事業)
－ 341 －


